
携行用GPS機器

質
問
　
滋
賀
県
の
湖こ

南な
ん

広
域
消
防
局

で
は
、
消
防
団
員
が
地
域
ご
と
の
担

当
に
な
り
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要

性
の
説
明
や
依
頼
を
し
た
結
果
、

98
・
６
％
と
い
う
高
い
組
織
率
を
達

成
し
た
。
本
市
で
も
消
防
団
員
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
担
当
制
に
す
る
取

り
組
み
を
行
う
考
え
は
。

答
弁
　
消
防
団
員
を
各
地
域
の
担
当

に
し
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
変
有
意
義

な
こ
と
と
思
う
。
現
在
、
本
市
に
こ

の
よ
う
な
組
織
は
な
い
が
、
消
防
団

は
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
地

域
の
住
民
と
協
力
し
て
、
安
心
、
安

全
に
貢
献
し
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
本
市
の
地

域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
、

研
究
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
は
、

小
学
校
か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
だ
が
、
道
路
幅
員
の
不
足
な

ど
に
よ
り
設
置
で
き
な
い
場
所
へ
の

対
応
は
。

答
弁
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置
で

き
な
い
場
所
の
中
に
も
安
全
対
策
が

必
要
な
所
も
あ
る
の
で
、
地
域
や
小

学
校
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
自
動

車
運
転
手
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
促

す
文
字
を
路
面
に
設
置
す
る
な
ど
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
、

危
険
な
地
域
に
は
、
道
路
の
上
に
凹

凸
を
張
り
付
け
る
手
法
も
併
せ
て
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

横
行
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
本
市

の
認
識
と
対
策
は
。

答
弁
　
雇
用
差
別
が
な
い
職
場
づ
く

り
に
は
、
雇
用
の
安
定
と
公
正
な
労

働
条
件
の
確
保
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
市
で
は
、
就
業
相
談
の
窓
口

を
設
け
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

制
度
の
案
内
を
掲
載
し
、
市
民
や
事

業
者
の
方
に
周
知
し
て
い
る
。

質
問
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

は
発
足
か
ら
半
年
が
経
過
す
る
が
、

ど
ん
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
ど
ん
な
対
応
を
図
っ
た
か
。

答
弁
　
大
き
な
変
化
だ
っ
た
の
で
多

少
の
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
小
ま
め
に
連
絡
を
も
ら
っ
て
い

る
、
対
応
が
親
切
で
安
心
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
体
制
の
評
価
や

検
証
は
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

の
議
論
な
ど
も
踏
ま
え
行
い
た
い
。

質
問
　
介
護
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
と
思
う
が
、
認
知
症

へ
の
支
援
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
。

答
弁
　
認
知
症
に
は
、
早
期
で
の
診

断
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
で

は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
認
知
症
の
悪
化
防
止
や

家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
な
ど
を
実

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
は
い
か
い
を

発
症
す
る
方
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し

た
機
器
を
携
行
す
る
高
齢
者
救
援
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
新
た
に
始
め
た
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
向
上

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
根ね

ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建
設

施
設
周
辺
の
渋
滞
対
策
は

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

群
馬
八
幡
駅
の
段
差
解
消

中
学
生
に
ピ
ロ
リ
菌
検
診
を
木こ

ぐ
れ暮 

孝た
か
お夫

（
公
明
党
）

少
子
化
対
策
と
雇
用

安
心
で
き
る
高
齢
者
介
護
依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

まめ知識●グリーンベルト 道路の路側帯を緑色に着色し、ドライバーに通学路であることを視覚的に認識させ歩行者の安全を確保するもの。
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質
問
　
県
が
推
進
す
る
競
馬
場
跡
地

へ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建
設
は
、

税
金
の
無
駄
遣
い
と
の
批
判
が
あ
る

が
、
本
市
の
基
本
姿
勢
は
。

答
弁
　
本
市
は
、
新
幹
線
や
高
速
自

動
車
道
な
ど
の
高
速
交
通
網
が
交
差

す
る
利
便
性
の
高
さ
か
ら
県
の
玄
関

口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

利
便
性
を
生
か
し
集
客
都
市
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
は
、
本
市
だ
け
で
な

く
県
内
の
企
業
や
諸
団
体
に
と
っ
て

も
重
要
で
、
必
要
な
施
設
と
考
え
る
。

質
問
　
多
く
の
市
民
が
当
初
の
県
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
高
か
っ
た
緑

地
公
園
と
し
て
憩
い
の
空
間
に
す
る

方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の

提
案
を
県
に
打
診
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
弁
　
県
全
体
の
発
展
を
主
眼
に
県

に
お
い
て
整
備
す
る
施
設
で
あ
り
、

市
と
し
て
県
に
対
し
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
に
つ
い
て
の
要
望
の
再
確
認

な
ど
の
提
案
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
大
量
の
車
両

が
集
中
す
る
。
加
え
て
音
楽
ホ
ー
ル

や
新
体
育
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
重
な

れ
ば
、
渋
滞
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
る

と
思
う
が
、
本
市
の
対
策
は
。

答
弁
　
交
通
計
画
や
駐
車
場
問
題
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
な
課
題
と
し
て

調
査
し
、
計
画
的
な
対
策
が
で
き
る

よ
う
県
と
十
分
連
携
、
協
議
し
な
が

ら
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
群
馬
八
幡
駅
で
は
電
車
と
ホ

ー
ム
に
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

段
差
が
あ
り
危
険
で
あ
る
。
平
成
18

年
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
が
施
行
さ

れ
９
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
群
馬

八
幡
駅
は
対
象
外
な
の
か
。
速
や
か

な
改
善
を
求
め
る
が
、
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
群
馬
八
幡
駅
の
１
日
の
利
用

者
は
二
千
人
程
度
で
あ
る
た
め
、

三
千
人
以
上
が
対
象
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
新
法
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

進
ん
で
い
な
い
が
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
と
っ
て
鉄
道
は
重
要
な
交
通
手

段
で
あ
る
た
め
、
段
差
解
消
等
の
安

全
確
保
は
必
要
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
今
後
も
段
差
解
消
の
早
期
実

現
を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

質
問
　
若
年
の
う
ち
に
ピ
ロ
リ
菌
を

除
菌
す
れ
ば
、
将
来
胃
が
ん
が
発
症

す
る
リ
ス
ク
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
る
。

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
診
が
可
能
に

な
れ
ば
、
本
市
の
胃
が
ん
予
防
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
ぜ
ひ

検
診
を
導
入
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
　
検
診
自
体
は
、
集
団
検
診
の

血
液
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
た
め

効
率
的
と
も
考
え
ら
れ
る
。
課
題
は
、

陽
性
の
生
徒
へ
の
対
応
や
除
菌
治
療

の
時
期
や
方
法
等
で
あ
る
。
中
学
生

へ
の
除
菌
治
療
は
、
安
全
性
が
確
立

し
て
い
な
い
た
め
、
医
師
会
等
の
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（5）

質
問
　
高
崎
え
び
す
講
市
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
熱
血
！
高
校

生
販
売
甲
子
園
は
、
大
変
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
が
、
詳
し
い
内
容
は
。
ま
た
、

今
後
も
ぜ
ひ
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
　
熱
血
！
高
校
生
販
売
甲
子
園

は
、
高
校
生
が
自
分
た
ち
で
開
発
し

た
商
品
を
販
売
し
、
売
上
、
接
客
、

コ
ン
セ
プ
ト
等
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
、

高
崎
経
済
大
学
生
が
企
画
運
営
し
て

い
る
。
今
回
、
初
の
全
国
大
会
と
し

て
鹿
児
島
・
高
知
・
福
島
県
な
ど
９

チ
ー
ム
と
県
内
30
チ
ー
ム
の
過
去
最

多
39
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
今
後
も

商
都
高
崎
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
主
催

の
商
工
会
議
所
に
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　
学
校
図
書
館
法
第
６
条
に
あ

る
学
校
図
書
館
専
従
の
学
校
司
書
の

配
置
と
研
修
の
状
況
は
。

答
弁
　
学
校
図
書
館
指
導
員
と
し
て

平
成
23
年
度
か
ら
全
て
の
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
に
配
置
し
、
ま
た
、

教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
践
的
な

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
青
年
セ
ン
タ
ー
に
常
設
し
て

い
る
20
台
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
現
在
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
が
、

数
台
で
も
接
続
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

ト
イ
レ
の
改
善
も
望
む
。

答
弁
　
昨
今
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問

題
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

は
難
し
い
。
ト
イ
レ
は
、
２
階
の
男

子
ト
イ
レ
を
１
か
所
洋
式
に
し
た
。

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
洋
式
化

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

手話を取り入れた朝礼風景

質
問
　
障
害
者
基
本
法
で
手
話
に
つ

い
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ
た
点
が
聴

覚
障
害
者
対
応
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
が
、
本
市
で
の
状
況
は
。

答
弁
　
平
成
26
年
10
月
か
ら
市
役
所

の
窓
口
に
耳
マ
ー
ク
を
設
置
し
、
耳

の
不
自
由
な
方
に
筆
談
や
手
話
で
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
職
員
が
円
滑

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
筆
談
講
習
会

や
手
話
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
４

月
か
ら
は
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
に
簡
単

な
手
話
の
動
画
を
配
信
す
る
な
ど
、

聴
覚
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
窓
口

環
境
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
他
の
自
治
体
で
の
手
話
言
語

条
例
の
制
定
状
況
と
本
市
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁
　
手
話
言
語
条
例
の
制
定
状
況

は
10
月
末
で
、
47
都
道
府
県
中
３
県
、

１
７
４
１
市
区
町
村
中
19
市
区
町
村

の
み
で
あ
る
。
群
馬
県
は
３
月
に
制

定
し
た
が
、
本
市
を
含
む
12
市
は
、

現
時
点
で
は
制
定
し
て
い
な
い
。
国

の
動
向
や
他
の
中
核
市
な
ど
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問
　
新
町
浄
水
場
は
水
源
と
な
る

井
戸
を
含
め
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る

が
、
浸
水
被
害
の
対
策
は
。

答
弁
　
浸
水
想
定
区
域
外
に
あ
る
高

架
水
槽
に
、
給
水
車
か
ら
直
接
送
水

す
る
た
め
の
緊
急
ポ
ン
プ
設
備
を
設

置
す
る
方
法
や
新
た
な
予
備
水
源
の

建
設
の
調
査
、
近
隣
自
治
体
か
ら
緊

急
連
絡
管
を
接
続
す
る
な
ど
の
連
携

に
つ
い
て
も
早
急
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

まめ知識●手話言語条例 手話が言語であるとの認識に基づき、基本理念などを定めたもの。行政機関等の責務及び役割を明らかにし、手話
に関する施策の推進を図ることを目的とする。

手
話
言
語
条
例
の
制
定

新
町
浄
水
場
の
水
害
対
策
松ま

つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

地
域
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生 

都
市
計
画
道
路
整
備
に
伴
う
安
全
対
策
高た

か
は
し橋 

美み

奈な

雄お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

熱
血
！
高
校
生
販
売
甲
子
園

学
校
司
書
の
配
置
白し

ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
協
議
会

の
議
論
は
課
題
の
共
有
化
が
必
要
と

考
え
る
。
行
政
部
門
で
十
分
な
研
究
、

検
討
を
鋭
意
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
都
市
計
画
道
路
が
部
分
開
通

す
る
と
交
通
量
が
大
幅
に
増
加
す
る

が
、
通
学
路
や
歩
道
の
整
備
な
ど
安

全
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
警
察
署
と
の
協
議
で
、
信
号

機
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
通
学
路
の

あ
る
地
区
で
は
、
学
校
関
係
者
や
保

護
者
の
意
見
、
要
望
を
聞
き
、
周
辺

道
路
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
　
国
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
策
定
を
自
治
体
に
求
め
、

支
援
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
の
ほ
か
、
よ
り
広
い
視
野
で
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
制
度
と
し
て

立
地
適
正
化
計
画
制
度
を
創
設
し
、

立
地
適
正
化
計
画
を
作
成
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。
本
市
と
し
て
は
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
都
市
計
画
と
公
共

交
通
が
一
体
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
立
地
適
正
化
計
画
作
成
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
交
通
施

策
の
推
進
な
ど
に
対
し
て
、
新
た
な

協
議
会
が
必
要
と
考
え
る
。
現
場
で

働
く
人
や
公
安
委
員
会
等
の
参
画
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

答
弁
　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
は
、

交
通
事
業
者
や
観
光
な
ど
関
係
者
と

の
相
互
連
携
と
地
域
住
民
の
合
意
形

（4）

質問者順で掲載しています

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問することをいい、毎定例会で行われます。


